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中
旬
ほ
ら
は
、
雪
漢
で
お
ほ
ほ
に
て
い
る
だ
一
つ
ク
・

か
し
を
登
り
や
が
て
尾
砺
に
と
り
つ
い
て
、
一
時
同
。
一
八

ｏ
七
、
た
朱
峯
上
に
豆
っ
・
園
隠
屠
梗
に
巨
杓
一
時
向
で
達

す
急
が
、
尾
編
は
這
松
が
琴
く
、
お
花
畠
庖
断
続
し
て
Ｕ
る
．

此
の
日
庖
少
し
強
行
瞳
が
、
・
北
Ｐ
蔦
別
缶
東
側
の
力
Ｉ
ル

に
下
っ
一
Ｌ
キ
ヤ
ニ
ｚ
す
－
つ
の
が
良
Ｕ
伝
う
一
つ
。

五
日
目
、
北
戸
篤
別
缶
か
ら
幌
房
缶
言
で
の
、
図
信
山
陵
は

美
牛
一
缶
「
美
生
・
缶
よ
り
戸
罵
別
岳
・
元
尾
根
歩
き
』
友
ぴ
「
一
一

Ｌ
鯨
ル
ー
ハ
を
．
読
言
舵
に
い
・

司
四
Ｌ
の
ル
ー
ト

謂
粟
缶
よ
り
、
幌
展
岳
八
至
る
ル
ー
ｈ
ロ
、
帳
尻
飯
元
昼
岨

否
巳
一
高
側
の
登
涜
と
し
一
く
は
ぞ
っ
と
舌
昔
渥
庖
／
一
迄
の
画
あ
る

。
一
更
に
頂
仁
よ
り
一
Ｆ
寓
別
川
に
下
尋
か
、
頭
Ｕ
庖
諦
冠
川
上
“

荒
き
経
て
エ
ヴ
オ
マ
ン
戸
蔦
別
毎
に
登
る
コ
ー
ス
は
よ
く
と

ら
腿
で
い
る
・

領
平
川
の
比
稜
的
平
易
汀
沢
歩
き
の
後
幌
房
缶
、
戸
篤
別
缶

の
力
Ｉ
ル
を
巡
っ
て
次
々
と
露
喜
一
こ
進
め
っ
山
旅
は
興
味
深

い
壱
の
で
あ
る
・

一
日
目
、
日
高
葎
富
川
訳
に
下
車
、
造
林
や
通
山
の
ト
ラ
ッ

ク
が
宿
圭
別
川
、
叉
は
神
シ
ケ
イ
ワ
ナ
イ
川
の
少
し
仁
一
流
の

福
平
菰
山
挙
濡
所
苛
で
窟
っ
て
Ｕ
っ
の
で
、
糧
ん
で
乗
せ
て

●

、
霧
平
川
一
漏
露
の
一
一
一
つ
の
力
ｌ
し
の
醗
ば
印
一
寮
的
で
あ
る

里
一
一
〃
Ｉ
Ｕ
弓
１
Ｊ

土

琶

曙Ｌ

日
一
喬
側
の
壱
一
路

「
一
一
一
Ｌ
の
ル
ー
い

美
生
缶
一
ｚ
の
書
一
路
可
一
一
Ｌ
の
ル
ー
ト
に
従
っ
て
干
雇
呂
川

を
浦
リ
、
一
一
一
日
目
本
一
流
と
分
随
一
Ｌ
二
岐
沢
に
入
る
・

二
岐
天
の
図
上
の
圃
欣
並
形
噂
唇
圧
し
な
い
・
沢
に
入
っ
て

四
時
向
淫
で
八
一
一
ｏ
米
の
二
仮
に
達
す
る
。
入
口
億
〃
し
暗

い
感
じ
を
寡
一
元
る
が
、
澗
行
ロ
塔
易
ほ
沢
で
あ
る
，

そ
の
下
流
の
石
岸
か
ら
の
水
線
の
沢
は
分
明
し
ば
い
。

こ
こ
か
ら
一
王
流
は
、
ど
の
沢
琶
つ
め
て
で
大
き
な
滝
に
ぶ
つ

捗
り
石
の
支
流
を
つ
め
一
く
一
八
○
仁
、
元
米
蕊
〔
又
刀
ビ
ラ

山
）
に
出
る
の
が
最
舌
篇
Ｕ
・
・

こ
の
天
に
入
る
と
石
は
大
き
く
ロ
リ
、
傾
斜
庖
唐
す
か
浦
行

厩
尚
舌
築
で
あ
る
。
三
十
分
位
歩
い
て
平
地
を
更
付
け
て
と

ぎ
弓
・
あ
誹
り
歩
く
と
宿
り
湯
が
な
く
画
一
ｅ
・
・
・

四
日
目
、
約
一
時
向
で
耶
請
が
津
一
流
し
て
か
か
台
・

不
宣
は
少
く
、
こ
だ
を
登
り
切
る
と
や
が
て
両
津
に
草
付
が

境
値
、
滝
が
始
っ
て
か
ら
一
一
一
府
向
、
小
な
る
二
帳
を
ぽ
す
と
こ

ソ
で
丘
琶
と
．
る
・
燕
が
で
木
ば
か
ね
茶
色
の
か
し
が
ひ
ろ
が

弘
欺
図
で
標
高
這
振
西
側
流
土
の
印
あ
る
と
こ
－
つ
・
七
月

四

茸

！



幻
１
－
侭
函

画
、次

い
で
一
才
一
一
”
一
一
一
一
鮫
啄
拠
一
一
し
石
を
語
心
。
溶
券
に
方
ぎ
ぽ
港

で
十
救
未
の
懸
崖
一
シ
一
博
‐
し
て
か
か
り
、
一
室
葵
の
下
を
の
汚
く

と
、
遥
か
下
に
崖
く
泡
立
っ
た
滝
壷
が
莞
え
一
つ
・
ざ
が
で
最

后
の
二
仮
が
重
美
の
上
に
一
一
フ
の
一
滝
と
ほ
っ
て
落
ち
て
Ｕ
る

施
実
に
出
る
。

右
を
と
つ
一
く
添
暗
震
欣
の
滝
を
の
ほ
だ
ひ
．
、
約
一
一
時
向
で
刀
Ｉ

ル
天
Ｉ
一
天
フ
に
着
く
一
」
と
が
出
末
一
ｅ
・
て
こ
は
今
寺
で
の
滝

の
連
続
と
ｐ
灯
っ
て
震
っ
陀
隠
か
さ
で
、
高
山
植
物
の
乱
蛇

煎
く
印
を
重
奏
か
ら
し
に
伝
リ
箔
ら
に
木
が
汚
・
よ
る
ち
よ
一
つ

と
一
一
而
陀
る
ば
か
り
で
あ
る
，

に
き
木
は
従
い
が
露
陰
に
面
し
て
い
る
。
幌
届
缶
頂
仁
危
は

娃
石
の
上
を
伝
っ
て
約
一
時
圃
半
で
達
す
る
。
房
に
セ
ツ
の

沼
の
｛
″
Ｉ
ル
え
下
一
つ
に
ぼ
、
沼
を
房
下
．
－
９
幌
雇
缶
の
一
宗
の
属

か
、
ｂ
一
気
に
力
‐
‐
‐
ル
ボ
ー
ー
ア
ー
ン
に
瞬
一
ｅ
の
が
早
く
、
瓦
一
日
一

戸
蔦
別
缶
‐
と
の
最
低
弱
諦
に
下
り
、
雷
に
お
花
畠
の
急
帽
斜

面
を
フ
仁
っ
て
沼
伴
に
降
り
一
立
つ
の
壱
負
い
・
一
時
向
半
の

下
り
で
あ
う
・
一
ｌ
－
Ｌ
の
Ⅱ
ル
ー
・
侭
‐
の
》
一
一
一
、
四
の
頂
董
参
照
で

〃
に
Ｕ
・

註
（
弧
）

「
碩
車
越
え
Ｌ

週

弓

1２

き
ら
う
と
便
刺
で
あ
る
。

施
図
の
切
目
耐
泣
で
一
泊
す
る
こ
と
に
な
る
。
‐
人
家
厩
大
癖

こ
の
辺
き
て
で
あ
る
．

一
一
日
目
、
道
庖
石
岸
活
い
に
つ
づ
い
て
お
り
、
約
三
偏
向

に
し
て
並
図
導
「
パ
ン
ケ
ユ
ク
ル
パ
ラ
ュ
パ
茨
Ｌ
と
記
入
あ

る
本
源
の
沢
が
本
一
流
と
合
す
る
三
〈
に
至
る
。
こ
の
語
ロ
干
鴎

呂
川
よ
り
濡
平
川
元
乗
越
す
時
取
ら
吃
る
ル
ー
ｈ
で
あ
る
怠

さ
ら
に
一
一
時
回
に
し
て
次
の
石
岸
よ
り
の
木
穂
一
一
肢
に
至
る

、
こ
の
術
誼
阿
流
木
舌
う
ぐ
龍
菖
施
に
よ
い
．

三
日
目
、
本
流
は
標
高
五
二
Ｏ
米
附
近
よ
り
、
両
岸
は
需

一
ロ
Ｌ
て
函
を
Ｕ
し
、
七
四
○
未
而
近
苛
で
灼
四
時
の
間
続
く

そ
の
茜
通
に
庖
灼
一
一
一
時
向
を
辱
し
、
函
の
耐
同
に
は
、
雷
営
施

は
ｐ
い
か
ら
府
面
の
祁
台
個
両
で
は
手
前
で
泊
わ
れ
は
Ｕ
ｂ

め
・
函
口
全
諦
中
を
通
温
出
天
一
ａ
が
、
増
水
院
に
は
博
壷
琴

木
に
つ
か
っ
て
歩
か
ね
は
な
ら
ば
く
ロ
否
・
真
の
後
庖
至
フ

ー
く
宕
易
庖
荊
行
が
続
く
が
、
狙
一
立
標
高
一
四
一
一
一
五
柴
よ
り
の

表
出
合
よ
り
、
一
○
○
○
米
附
近
苛
一
ｑ
約
一
一
ハ
時
向
き
零
す
一
ｅ

・
こ
泥
よ
り
上
流
に
ロ
ー
麗
営
に
茜
す
る
所
が
画
Ｕ
・

《
四
日
目
野
営
蛇
を
出
て
し
ば
ら
く
謹
む
と
北
一
戸
蔦
別
缶

が
丘
に
男
元
始
め
、
七
月
中
旬
は
ら
ぽ
、
一
一
Ｏ
ｏ
米
附
近

よ
り
雪
一
漢
が
現
絢
ね
、
紅
一
時
同
に
し
て
矛
一
の
鳶
に
至
一
ｓ
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河
床
冠
木
餌
作
用
の
少
い
赤
褐
色
の
石
が
夢
く
霊
漂
と
し

て
い
る
が
沢
盾
鵬
調
に
歩
き
う
る
．

雌
図
の
上
最
初
の
丘
岸
に
流
舵
込
む
水
療
の
沢
と
の
二
帳
の

李
而
に
大
き
な
一
一
一
藤
の
滝
が
あ
一
忽
．
石
岸
｛
と
ぎ
く
が
こ
一
」
言

一
α
淘
七
偏
向
を
零
可
否
．
一
一
岐
の
台
雌
に
キ
ャ
ー
ノ
元
倣
董
求

め
否
・
丘
岸
か
ら
の
天
ロ
一
寸
上
る
と
滝
に
宮
っ
て
Ｕ
る
・

五
日
目
、
二
噸
か
ら
ロ
鞭
十
分
で
滝
が
あ
り
右
岸
麦
ず
く

。
再
び
一
一
一
鰐
向
程
で
犬
合
口
滝
に
駅
っ
が
一
つ
・
’
一
一
○
○
未

の
等
高
編
と
の
奏
勇
附
近
で
あ
一
つ
。
こ
の
滝
の
石
些
一
を
種
通

し
一
晴
向
程
で
こ
仮
と
口
る
が
、
七
月
中
ば
ら
雪
漂
が
隔
旋

再
び
昂
喧
の
二
岐
を
径
で
約
四
時
向
で
幌
雇
伍
頂
上
に
毒
す

『
９
，

雪
漢
が
切
花
で
が
、
ゆ
Ｕ
か
画
リ
ヌ
ッ
ー
ン
ュ
ー
ど
こ
が
ね
ば
は
わ

ぬ
。
こ
の
日
は
頂
仁
北
側
の
刀
ト
ル
に
下
っ
て
寵
陰
す
る
ぴ
・

時
同
が
あ
枢
は
セ
ツ
の
沼
の
刀
Ｉ
ル
で
泊
る
の
が
よ
Ｕ
。

少
し
強
行
で
あ
る
か
ら
朝
個
阜
く
発
つ
に
一
万
が
よ
い
。

惇
屍
缶
よ
り
エ
サ
オ
マ
ー
ノ
一
Ｆ
罵
別
缶
．
元

エ
サ
オ
マ
ン
一
戸
蔦
別
缶
え
は
梶
房
缶
セ
ツ
沼
の
力
’
し
か

ら
一
旦
耕
冠
川
一
一
○
○
未
の
合
流
実
に
下
り
、
そ
一
」
か
わ

秦
一
之
の
支
読
を
登
り
》
つ
め
て
雲
す
る
ル
ー
ト
が
騨
味
深
い
。

エ
サ
オ
マ
ン
ｈ
ツ
タ
岬
シ
岳
割
で
一
一
日
行
程
一
ｑ
あ
る
．

１
１
Ｉ

Ｆ
揮
再
。

可
や
ロ
塾

矛
一
白
、
此
切
臼
は
セ
ツ
沼
の
力
Ｉ
ル
．
垂
出
る
と
一
一
○
○

米
の
二
仮
ざ
で
斌
築
百
一
日
行
程
で
あ
る
．

刀
Ｉ
ル
ー
蔭
乏
出
ぽ
づ
陀
昏
と
、
小
滝
が
あ
り
、
力
Ｉ
ル
か

ら
一
開
間
褐
で
鞠
ぴ
滝
が
現
舵
る
。
こ
こ
は
左
岸
か
わ
き
川

一
一
一
砲
一
と
Ｆ
し
て
小
沢
が
可
入
っ
て
い
る
，
ど
の
合
一
一
派
か
ら
し
ば
ら

く
の
向
個
流
ぽ
ゆ
る
ぐ
か
に
流
舵
で
い
る
が
、
力
Ｉ
Ｌ
か
ら

約
三
府
向
で
滝
に
蛤
計
る
福
当
の
函
に
達
す
る
・
滝
を
左
洋

に
か
”
ん
で
下
り
て
函
の
中
左
歩
く
。
増
水
時
に
は
石
岸
を

筒
く
ず
く
の
が
よ
い
．

沢
眉
は
赤
褐
芭
を
呈
し
や
荒
辱
し
Ｕ
感
を
与
一
た
る
．
こ
の
函

は
均
一
鰐
間
半
フ
ブ
琴
、
や
樹
で
石
津
か
ら
の
大
一
意
左
つ
け
件

て
箔
ち
一
包
幌
展
缶
の
カ
ー
ル
に
発
す
る
沢
に
経
っ
て
Ｕ
一
つ
・

こ
妃
か
わ
沢
画
幾
分
向
き
を
か
え
る
・

沢
に
同
大
石
が
夢
く
流
庖
激
し
い
・
こ
こ
か
ら
合
示
言
で
ば

迂
石
而
崇
か
ら
二
、
一
一
一
の
小
沢
が
溝
一
ど
な
し
て
流
舵
落
ち
一
ａ

・
石
津
か
ら
の
沢
が
落
ち
函
か
ら
和
一
一
一
時
向
で
合
流
に
達
す

る
，
合
流
の
手
前
で
茨
吋
巨
石
が
両
岸
重
ふ
さ
い
で
ひ
く
い

画
状
と
な
っ
て
い
る
，
こ
の
合
流
圃
小
さ
Ｕ
中
州
を
て
っ
て

い
き
の
が
目
印
と
な
り
、
篇
い
キ
ヤ
ン
認
批
で
あ
る
．

矛
二
日
、
左
岸
か
ら
の
沢
を
湖
行
す
る
。
こ
の
記
ば
エ
サ
オ

マ
ー
ノ
ー
福
罵
別
缶
北
面
の
力
Ｉ
ル
に
発
す
る
苔
の
で
昨
日
に
虻

届

~



マ
ン
ト
ッ
タ
パ
ッ
岳

〔
一
た
Ｏ
一
米
）

十
勝
・
日
高
図
篇
並
図
札
内
岳

し
て
《
沢
同
い
く
ぶ
ん
小
Ｕ
し
、
大
石
若
少
く
穏
が
官
圃
じ

芝
与
え
る
。
々
が
て
小
で
面
回
状
陀
形
が
航
鞭
す
る
が
、
何

班
琶
中
を
通
舵
る
唇
易
口
舌
の
で
沢
を
ふ
さ
い
だ
大
石
が
小

滝
を
つ
く
う
て
い
る
と
て
る
言
で
．
つ
づ
く
。

合
流
か
ら
約
一
一
時
向
で
沢
陣
一
一
仮
を
ほ
す
・
圧
の
巨
油
威
缶

〔
一
七
尤
一
米
〕
か
ら
末
る
吉
の
で
石
の
天
芝
と
亮
。
。

一
一
仮
か
ら
．
｜
時
向
程
一
ぐ
沢
巨
左
に
一
万
両
を
震
一
元
、
庁
岸
か
ら

滝
を
ｐ
し
に
小
調
が
入
り
沢
Ｈ
一
時
廿
睡
計
る
・
曲
り
自
画

細
Ｕ
滝
と
ロ
リ
ー
圧
岸
は
急
画
草
付
面
石
岸
董
か
わ
む
の
が

房
い
・
こ
の
竜
を
一
」
す
と
沢
に
Ｅ
一
畠
ぴ
川
戻
が
湧
氾
で
歩
き

易
い
．
鰐
熊
に
よ
う
て
要
一
Ｑ
が
、
着
か
ら
二
時
向
危
で
木
庖

酒
柁
一
色
一
℃
の
と
勇
一
く
よ
い
．
晴
〃
て
居
柁
は
力
ｌ
ル
ー
風
ア
ン

牌
の
景
観
が
展
開
す
る
。
圭
流
一
王
流
と
と
っ
て
行
け
跡
や
が

て
天
円
潅
木
の
回
に
謬
岐
し
、
刀
ｌ
ル
ポ
ー
テ
ー
ノ
の
お
花
畠

に
霞
し
得
包
．
此
の
際
左
に
雷
ら
ぬ
梯
注
盲
が
塞
ぎ
Ｌ
い
・

ど
の
力
ｌ
ル
の
中
央
の
モ
レ
イ
ン
の
・
江
に
泊
き
う
の
壱
一
房

い
が
時
回
に
よ
う
て
ば
エ
サ
オ
マ
ン
東
面
の
刀
ｌ
ル
に
歩
を

の
ば
す
の
壱
よ
い
．
力
Ｉ
ル
叩
宍
の
急
斜
面
を
お
お
う
お
花

畠
を
う
た
っ
て
画
境
元
甘
君
易
に
出
ｂ
吃
る
”

今
は
る
ば
る
と
縛
っ
て
未
に
前
冠
の
渓
谷
の
篠
一
万
に
戸
蔦
別

缶
、
帳
尻
缶
の
面
罷
が
琴
Ｌ
で
乗
る
の
を
眺
め
ば
が
ら
花
の

Ｅ
域

の
溝
を
登
る
の
庖
腰
い
。
エ
サ
オ
マ
ン
戸
蔦
別
缶
頂
上
ず
で

一
滞
向
・
閑
力
ｌ
ル
元
甘
エ
サ
オ
マ
ン
寄
り
ロ
辰
陰
一
ぐ
あ
リ

札
内
缶
一
元
の
屠
偏
と
画
篇
か
分
陀
る
あ
に
リ
か
わ
下
る
の
か

言
易
で
あ
る
．

罰
一
篇
涼
ト
ー
に
お
い
て
、
札
内
缶
八
の
分
岐
実
よ
り
々
ぞ
北

一
万
に
位
す
る
独
立
標
高
が
そ
だ
で
あ
る
。

エ
サ
オ
マ
つ
い
ツ
タ
パ
ッ
川
に
向
ひ
興
型
的
口
園
谷
を
抱
き

術
滑
川
に
向
う
て
舌
、
北
西
に
細
長
い
一
立
派
画
箇
娼
を
開
い

て
Ｕ
壱
・

エ
ザ
オ
マ
ン
い
ツ
タ
岬
シ
川
ざ
り
の
登
路
を
蓄
岬
は
、
三
日

行
程
に
て
至
雪
一
」
と
が
出
末
・
’
』
ご
・
花
よ
り
園
一
席
尾
根
を
伝
ひ

カ
ム
イ
エ
ク
ウ
テ
カ
ー
ワ
ラ
山
に
向
い
，
礼
内
川
を
下
否
の
白

、
鳥
ぞ
一
多
く
の
人
挿
に
よ
っ
て
歩
か
花
で
い
る
縦
走
賂
で
あ

百
・
叉
日
高
側
寄
り
の
登
路
と
し
て
、
幌
届
缶
よ
り
訂
府
川

に
下
り
、
北
西
よ
り
層
上
に
言
す
る
ご
と
ぎ
し
ば
し
は
行
は

随
て
Ｕ
否
。

エ
サ
オ

週

|司
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札
内
缶
よ
り
尾
根
伝
い
に
、
‐
蕨
い
厩
礼
内
川
本
流
よ
り
鰯
萱

路
苦
あ
る
。

登
路
・

一
、
八
千
代
１
戸
蔦
別
川
１
エ
サ
オ
マ
フ
ト
ッ
タ
“
シ
川

Ｉ
エ
サ
オ
マ
ン
ｈ
ツ
タ
碑
シ
岳

二
、
幌
展
缶
ｌ
新
冠
川
上
一
流
ｌ
エ
サ
オ
マ
ン
ハ
ッ
タ
パ
ッ

缶

丁
勝
側
の
登
路

「
一
Ｌ
の
ル
ー
ハ

ｎ
千
代
よ
り
戸
蔦
別
川
に
汚
い
、
一
戸
蔦
別
・
岳
、
幌
屍
伍
の

頂
「
一
Ｌ
の
ル
ー
ト
「
一
一
日
目
Ｌ
の
エ
サ
オ
マ
ー
／
ｈ
／
夕
Ⅳ

シ
川
合
流
に
宝
ゑ
。
合
流
よ
り
約
一
粁
に
て
霜
に
至
り
左
岸

を
す
ぐ
、
こ
こ
か
ら
暫
く
の
同
は
両
岸
”
追
う
で
じ
る
が
大

し
に
ご
と
ぎ
ぱ
い
”
天
白
河
東
の
間
を
一
流
腿
で
ｐ
よ
ど
み
、

美
し
い
淵
を
作
っ
て
い
る
。
合
流
よ
り
時
向
半
さ
八
一
一
一
一
一
ハ
米

の
一
一
岐
に
つ
ぐ
。
面
当
ロ
キ
ャ
フ
ス
並
置
語
付
け
ロ
か
ら
謹

製
唖
。

三
日
目
、
前
日
の
八
三
一
六
未
一
一
仮
よ
り
上
一
一
仮
〔
一
一
○

Ｏ
〕
言
で
一
一
時
間
半
、
一
」
の
附
近
に
到
陥
陸
工
け
オ
マ
ニ
ぃ

ツ
タ
神
シ
缶
漫
談
、
そ
の
カ
ー
ル
壁
は
脹
前
に
仰
が
柁
邑
。

ば
ほ
こ
泥
よ
り
上
一
一
柾
カ
ー
ル
一
匠
言
で
ば
キ
ヤ
ン
ヌ
に
茜
す
一
ａ

守
亭
曲
の
米

竜

牌
」
一
一
蚕
暦
ば
妙
駒
亡
涛
毒
蕊
一
望
鐘
麓
陸
、
一
一
一
五
○
米
耐
．
近

ま
り
雪
震
汰
あ
ら
ほ
〃
、
一
一
時
向
程
で
一
四
０
０
米
の
一
一
肩
に

出
る
，
洞
ぽ
こ
一
一
か
ら
滝
と
ほ
り
瀬
と
な
り
、
喬
一
房
は
ぐ
Ｌ

ぐ
ん
ほ
か
〃
一
否
。
小
詣
が
一
雰
鞭
落
ち
こ
妃
で
未
る
。
約
一
時

同
登
っ
て
収
さ
ぽ
浩
一
墜
越
す
と
力
ｌ
ル
ポ
ト
デ
ン
に
出
一
つ
・

お
花
昌
一
と
岩
と
の
言
じ
つ
に
力
Ｉ
仏
壁
乏
匿
エ
欣
ラ
フ
憩
う

の
は
こ
め
に
彦
な
い
喜
び
で
め
る
・
厘
聡
を
南
に
伝
う
の
な

わ
感
、
こ
の
ｈ
Ｉ
ル
に
沼
フ
ヒ
一
万
が
よ
い
と
思
う
”

日
高
帳
毘
缶
え
行
こ
『
っ
と
患
う
の
ぼ
ら
は
、
こ
の
臼
に
エ
サ

オ
マ
ー
ノ
に
登
う
て
北
の
刀
ｉ
ル
に
嫁
う
て
泊
る
の
が
房
Ｕ
・

』
展
狂
端
の
大
さ
暦
雪
奏
産
登
り
、
途
中
よ
り
・
昌
福
に
と
り
帽

つ
い
て
カ
ー
ル
ワ
フ
ド
を
登
る
．
一
時
向
半
で
あ
る
．

ル
ッ
ク
を
一
禿
ボ
ー
し
一
く
一
時
向
で
エ
サ
オ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ペ
ッ

缶
一
元
往
復
出
末
一
夕
・
力
ｌ
ル
元
下
る
陳
博
、
少
し
礼
内
缶
元

よ
っ
て
ひ
わ
尾
偏
重
伝
っ
て
下
り
る
と
よ
い
・

刀
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
弓
シ
山
一
元
の
縦
走

図
信
の
此
の
而
分
同
最
一
万
葵
し
Ｕ
尾
編
歩
き
の
出
宗
一
。
と

こ
う
で
あ
る
。
エ
サ
オ
マ
一
一
ト
ッ
タ
秤
シ
缶
を
講
し
↑
南
一
元
圃

嬬
尾
狼
を
エ
ク
ー
ワ
チ
カ
｜
ワ
ラ
ｒ
向
え
ば
、
石
庖
新
冠
川
、
圧

ば
礼
内
川
が
遥
か
下
芳
に
白
い
河
原
一
茎
ひ
ろ
げ
て
塞
ぎ
〃
、

沢
の
言
が
微
か
に
厩
に
一
宗
っ
て
同
一
元
で
一
禾
一
ａ
・
・
一
直
桧
Ｕ
相
当

忠

詮

ヘ

／



七
ム
イ
エ
ク
ー
ワ
チ
カ
ー
ワ
シ
山
（
一
た
七
孝
四
米
）

十
勝
・
目
高
図
篇
肱
図
礼
内
川
上
流

に
霊
生
し
て
筒
い
る
が
、
十
勝
側
の
お
花
畠
の
回
一
と
い
う
熊

の
か
哉
あ
と
を
吃
と
吃
は
集
に
歩
く
こ
こ
が
出
一
禾
否
・
エ
サ

オ
マ
ン
の
力
！
ル
を
朝
出
“
は
、
少
し
早
Ｕ
が
並
図
の
切
目

当
り
で
泊
る
の
が
面
当
で
、
木
毛
東
側
の
札
内
川
元
一
一
十
分

舌
下
〃
厭
得
ら
〃
る
・
札
内
缶
元
の
分
仮
葵
よ
り
・
約
三
瞬
間
。

翌
日
Ｕ
約
四
○
分
茜
拡
切
斜
面
を
登
り
、
イ
ド
ン
ヂ
ッ
ズ

に
続
く
尾
桐
の
分
暇
勇
に
出
一
つ
・
孔
内
川
麦
一
流
だ
の
沢
上
一
流

の
溜
一
友
○
○
米
に
巨
一
一
一
時
向
程
一
ぐ
至
一
包
・
こ
の
東
北
斜
面

ば
、
霧
斜
面
で
、
相
当
の
祷
雪
と
辺
地
が
あ
り
、
露
営
に
置

す
る
‐
た
の
沢
の
力
Ｉ
ル
に
－
ト
リ
否
に
同
、
一
」
泥
．
｜
リ
暫
く

南
に
歩
み
、
刀
ｌ
ル
の
中
宍
に
寮
リ
出
し
て
い
る
尾
根
一
之
下

臓
は
よ
Ｕ
ｏ

約
一
瞬
向
き
紡
ぎ
。
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ー
ワ
ラ
山
に
登
る
に

は
、
一
」
の
力
Ｉ
ル
よ
り
』
往
復
釣
四
時
向
一
Ｕ
あ
き
”
居
偏
は

清
廿
で
岩
が
露
出
し
、
遥
磁
の
上
を
伝
っ
て
恢
快
画
歩
行
加

尼
の
し
め
否
〃
八
の
天
測
の
斜
面
は
咲
き
乱
舵
ろ
高
山
埴
吻

に
び
っ
し
り
被
は
れ
て
い
て
患
は
ず
腰
を
落
ち
着
け
に
く
は

一
ヨ
ー
ぐ
あ
う
一
つ
。

白
一
高
側
の
登
路

可
一
一
Ｌ
の
Ｌ
Ｉ
ト

日
高
側
よ
り
登
る
と
き
は
、
信
夫
ほ
前
置
川
を
下
流
よ
り

一
一
正
〃
刺
別

海

~

前
逝
の
エ
サ
オ
マ
フ
ぃ
ツ
タ
ベ
ッ
缶
、
札
内
缶
と
要
に
、

北
前
日
高
山
麻
に
礎
け
る
雪
辱
ロ
ー
区
域
蚕
作
り
、
虻
添
的

早
く
よ
り
一
一
一
鐸
く
の
人
々
に
よ
っ
て
登
ら
花
で
Ｕ
ろ
。

一
た
一
一
八
年
七
月
、
一
展
一
応
山
缶
而
の
人
一
産
に
よ
っ
て
登
ら

贈
に
の
一
ど
景
一
初
と
し
、
そ
の
危
妻
く
の
人
々
が
そ
の
頂
を

一
而
彪
で
居
包
・

巳
喬
山
麻
矛
一
一
の
高
寒
で
、
そ
の
ど
っ
し
り
と
儒
一
と
す
え

吃
山
震
は
、
こ
の
山
麻
中
庸
一
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
北
面
は

〔可一弘。

湘
行
す
雪
ご
と
は
行
口
腿
す
、
幌
房
缶
す
り
而
冠
川
に
下
り

そ
の
返
流
の
一
一
仮
に
一
泊
し
一
一
肢
の
石
の
沢
一
ど
上
《
流
に
向
い

‐
工
ワ
オ
マ
ン
ｈ
ツ
タ
岬
シ
缶
北
側
の
力
ｌ
ル
に
出
る
登
路

が
蓋
は
吃
で
い
る
・

幌
展
缶
の
項
を
参
照
さ
陀
吃
Ｕ
ｏ

こ
の
茜
コ
ー
ス
は
、
エ
サ
オ
マ
ン
よ
り
新
冠
川
に
下
る
際

に
庖
、
登
る
桁
に
口
何
と
一
ｃ
な
く
登
ら
〃
一
色
が
『
降
り
に
陶

歩
さ
に
く
く
、
逝
需
の
草
付
き
．
を
す
ぐ
こ
こ
一
つ
が
一
ヶ
所
あ

る
面
、
注
意
廿
胞
は
ほ
わ
心

＆

■
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立
派
で
あ
弓
・
演
調
の
中
心
に
一
汀
一
う
こ
の
山
噂
は
、
涙
雷
邑

・
魂
》
如
き
震
を
ぼ
し
周
困
の
眺
重
庖
・
信
謂
な
垂
し
師
で
あ
る
。

・
・
姪
の
沢
、
八
の
沢
、
コ
ィ
ボ
ク
等
沢
頭
の
力
Ｉ
ル
群
が
ご
雄

迄
戒
巻
Ｕ
て
Ｕ
る
・

登
路
と
し
て
庖
、
礼
内
川
の
八
の
天
々
は
た
の
沢
よ
り
の

一
亡
の
と
、
国
嬬
を
北
よ
り
至
る
一
亡
の
が
最
善
選
琵
で
あ
る
．

そ
の
唯
一
一
一
１
－
／
側
シ
川
‐
コ
ィ
ボ
ク
ラ
ュ
ー
シ
ピ
チ
ヤ
リ
川

等
リ
苦
登
〃
一
色
が
、
．
｜
」
〃
等
日
高
剛
の
沢
口
得
Ｕ
ト
ー
に
、
豊

坊
が
諺
く
、
一
腰
的
で
は
な
い
。
国
膳
萱
南
よ
り
伝
う
若
の

噂
、
鞍
の
侭
肋
苦
し
ず
ね
ロ
ロ
ｂ
ぬ
。

登
路
一
、
中
札
内
１
札
内
川
’
八
の
沢
叉
灯
だ
の
沢
Ｉ
エ
ク
ウ

テ
カ
ら
う
山

一
一
、
八
千
代
’
一
戸
蔦
別
川
Ｉ
エ
ワ
オ
マ
ン
紙
ツ
タ
“
シ
缶

ｌ
エ
ク
ら
チ
カ
ー
ワ
ラ
山

一
一
一
、
本
桐
１
．
メ
ナ
ー
ン
碑
シ
川
Ｉ
コ
イ
ボ
ク
ラ
ュ
一
一
一
ビ
ー
ナ
ヤ

リ
川
ｌ
工
ク
ー
ワ
チ
カ
ら
シ
山

四
、
誇
内
’
一
シ
ュ
ン
神
シ
川
Ｉ
上
ア
フ
カ
け
ン
ペ
沢
ｌ
ア

ス
坪
ナ
イ
沢
Ｉ
雷
ぴ
一
一
一
ユ
ン
ヤ
ヅ
川
ｌ
御
ツ
ピ
リ
け
イ

調
叉
は
本
流
瀬
一
行
’
一
‐
一
ク
ウ
テ
カ
ラ
ラ
山

１

－
，
一
．
〃
町
い

一一更司ｒ＝弓

↑
総
馴
切
肇
路

「
－
１
の
ル
ー
侭

こ
め
ル
ー
ト
”
方
竺
ｒ
工
ウ
ウ
チ
カ
ー
ワ
ラ
山
に
登
る
に
め

に
は
綬
筈
ノ
ル
マ
ル
ぱ
ぎ
の
で
．
、
・
札
内
側
ほ
ぞ
の
濫
の
可
乾

一
辱
一
に
一
③
川
」
噂
雪
謹
味
の
如
く
、
意
い
汀
篇
獣
亡
加
沢
耐
一
睡

言
で
苫
う
ち
．
稚
辱
・
澄
嫌
林
澄
的
コ
ィ
カ
ワ
一
札
内
川
合

一
流
す
で
つ
け
吟
柁
壱
に
層
蔽
、
遥
々
わ
く
に
歩
か
れ
る
よ
う

に
は
う
に
。
臼
喬
山
脈
に
源
一
些
罷
す
曹
鞭
琴
く
の
河
川
の
う

ぢ
暴
き
善
し
い
沢
と
云
う
一
く
き
温
言
で
ロ
く
、
園
篇
様
乏
の

登
降
に
ば
昔
か
ら
荊
夢
く
の
Ⅳ
ｌ
デ
イ
に
よ
っ
て
利
嗣
さ
‐
だ

、
沢
の
航
熊
壱
Ｊ
く
判
明
し
て
Ｕ
る
・

一
農
の
日
照
に
・
臼
く
輝
く
河
原
の
石
一
と
ピ
ョ
イ
ピ
ョ
イ
裾
ぴ

歩
く
と
き
は
、
肩
の
重
荷
呑
念
碩
一
と
去
る
存
瞳
。

車
朋
口
涌
を
左
に
一
口
に
祷
り
、
未
を
吃
れ
で
庖
ヤ
マ
ペ
を
釣

り
あ
肺
、
繕
ロ
流
木
を
つ
み
重
ね
に
大
き
ば
菊
火
に
の
ん
び

り
上
今
日
の
一
日
麦
回
想
す
る
ほ
ど
、
蔦
の
飛
歩
き
の
快
味

は
講
さ
ぬ
ざ
一
ぐ
に
味
わ
え
一
会
の
で
あ
る
“

目
問
の
工
グ
ウ
チ
カ
ー
ウ
ラ
童
登
り
、
画
境
一
と
北
上
す
る
尾
振

稚
定
苦
、
お
花
畠
と
業
噂
這
は
濯
ぎ
を
養
亘
に
続
け
、
オ
ヤ

ジ
の
盟
弥
一
と
伝
う
紫
し
い
諺
の
で
あ
葱
，
．

こ
の
途
中
に
重
く
雁
す
る
圏
谷
の
美
し
さ
と
其
に
、
一
個
・
週
向
に

士

雷

1６



”

■

支
荒
の
「
一
イ
カ
グ
ニ
〉
１
札
内
川
を
瀬
舵
厭
・
コ
イ
カ
ク
ー
ン
ュ

礼
内
缶
に
怠
る
こ
と
が
で
き
る
。

杯
這
の
鳴
り
言
で
苔
Ｌ
茜
赫
の
ト
ラ
ッ
テ
に
陣
乗
で
き
花
吋

中
孔
川
よ
り
一
Ｌ
二
ま
で
一
日
の
行
程
で
あ
る
・

一
一
日
目
コ
イ
カ
ワ
合
一
流
よ
り
引
続
き
石
岸
の
石
董
伝
い
、
一
六
ノ
沢

（
十
勝
ボ
ロ
ラ
リ
缶
よ
り
出
て
Ｕ
一
④
調
べ
一
名
ズ
マ
リ
ン
ネ

ペ
ッ
〉
言
で
ば
何
一
一
一
祷
髪
同
か
か
る
。

本
一
流
を
さ
ら
に
一
一
一
十
分
吉
瀬
る
と
七
の
天
合
荒
に
言
す
る
。

こ
の
一
一
つ
の
合
流
を
十
一
麺
の
人
々
Ｂ
三
仮
上
云
う
一
く
い
る
・

セ
ノ
調
を
す
ぎ
る
と
沢
圃
よ
る
浮
く
廿
苛
く
ぽ
リ
ー
履
き
大

き
く
な
っ
て
ぐ
る
・

砺
々
木
祷
の
苔
む
し
に
岩
を
伝
い
な
が
ウ
潮
る
・

セ
ノ
調
よ
り
一
一
時
同
月
ど
で
八
の
調
出
合
に
く
る
。
八
の
沢

ば
カ
ム
イ
エ
ケ
ー
ワ
チ
カ
ラ
ー
ン
よ
り
芙
邑
沢
で
あ
る
。

今
日
凶
葵
な
一
日
で
あ
る
が
、
大
言
面
葵
火
を
つ
く
っ
て
、

胴
日
の
一
宍
完
一
ご
着
一
つ
一
）
と
と
す
る
．

ヤ
マ
ペ
言
相
当
大
言
い
の
が
釣
随
一
包
・

八
の
沢
よ
り
刀
ム
イ
エ
ク
チ
カ
ー
ワ
ラ
山

三
日
目
こ
の
沢
伺
力
ム
イ
エ
ク
ウ
ー
ナ
刀
ワ
ー
ン
元
の
最
短
髄
で
あ
り

、
『
い

1９

不
っ
山
訳
は
《
臼
一
高
山
豚
の
よ
さ
を
位
て
取
り
揃
え
て
お
り

日
高
の
山
乏
さ
ぐ
る
う
と
ゅ
う
人
に
『
交
句
ロ
く
畦
鎚
さ
焔

夢
登
路
と
云
え
よ
う
，

畔
両
の
続
い
た
に
め
『
諸
川
の
唱
木
し
て
歩
厩
な
い
場
合
に

若
札
内
川
ロ
割
合
わ
く
に
歩
か
〃
弓
。

「
一
‐
一
の
ル
ー
ト

一
日
目

・
広
尾
線
中
孔
内
訳
に
下
軍
・
・
画
道
ｚ
這
っ
て
上
飛
内
に
至

る
・
約
八
粁
・
帯
一
広
か
ら
Ⅳ
ズ
ー
ど
利
用
し
て
苔
よ
い
．

こ
こ
で
口
道
と
分
随
て
南
札
内
に
向
う
．
南
札
内
言
で
詞
八

行
，
恩
ほ
舌
進
む
上
着
は
碓
木
林
の
叩
乏
圃
き
、
最
鞠
人
家

琶
冠
元
一
Ｌ
、
孔
内
川
の
一
図
に
一
産
し
て
Ｕ
る
・
南
孔
内
か
ら
こ

こ
ず
で
約
一
一
ハ
科
。
こ
こ
で
ト
ラ
ッ
ワ
道
略
画
汗
一
岸
に
わ
に
つ

く
Ｕ
一
。
・

一
一
万
林
道
ほ
こ
の
函
を
越
す
橋
の
手
前
か
ｂ
蛤
計
り
右
岸
活

ひ
に
札
内
川
一
一
ハ
Ｑ
の
天
言
で
つ
づ
い
て
い
る
。
林
道
起
異
か

ら
詞
一
瞬
同
で
ト
ム
ラ
ー
ワ
ラ
川
合
諭
〔
一
一
一
七
八
‐
・
米
よ

り
刀
沢
）
雷
に
一
一
時
向
ほ
こ
で
コ
イ
カ
ク
う
１
札
内
川
合
流

に
う
ぐ
。

こ
こ
か
ら
爵
に
三
瞬
間
で
、
礼
内
川
亡
の
沢
〔
一
八
一
一
三
米

よ
り
卯
沢
〕
合
流
に
つ
く
．



喪

申

穴
さ
画
一
ロ
仏
寺
：
一
勘
．
煙
し
魔
本
．
流
産
少
し
の
匡
盈
ど
ぃ
亘
憲

け
怠
重
り
調
が
合
し
、
同
一
亡
ば
く
だ
の
沢
合
流
（
た
－
０
米

二
仮
）
に
つ
く
〃

た
の
沢
厩
大
さ
ば
石
が
累
々
と
芯
み
童
画
っ
に
回
か
ら
落
ち

て
い
る
”
た
の
沢
に
入
う
て
一
時
同
房
す
る
と
滝
に
出
台
び

で
こ
か
ら
一
画
が
姶
ざ
る
。

滝
壷
に
厩
岩
魚
が
う
よ
う
よ
と
い
る
が
ら
、
ち
ざ
フ
と
釣
る

瞳
け
で
言
蛎
の
あ
．
か
す
に
同
に
合
わ
せ
ら
返
よ
う
。

冨
岸
の
急
鱒
斜
重
蓉
一
リ
、
古
い
鉦
自
彊
Ｕ
に
画
一
と
捲
き
、
約

一
隅
向
で
膳
一
で
繕
え
る
。
沢
は
だ
／
ル
だ
ん
向
け
で
七
月
中
旬

Ｕ
ら
は
ぐ
げ
で
大
言
Ｕ
雪
湊
に
，
出
る
。
２Ｏ

こ
の
辺
り
か
ら
‐
大
一
『
」
Ｕ
木
が
尼
ん
ぼ
ん
少
く
な
り
、
一
高
層
を

増
し
た
こ
と
が
感
廿
ち
だ
る
．

そ
う
急
に
登
る
こ
と
壱
な
ぐ
、
沢
画
や
げ
て
、
万
Ｉ
ル
ボ
ー

ー
ァ
ー
ノ
に
入
り
込
ん
で
い
る
．
函
の
上
か
ら
約
一
一
府
同
か
か
る
，

ど
の
力
ｌ
ル
日
、
一
一
フ
の
壱
の
を
合
せ
に
言
の
で
、
唄
嬰

の
モ
ー
レ
ン
の
丘
の
仁
に
は
、
北
大
山
缶
一
部
長
改
騨
村
煎
一
一

郎
一
ほ
の
お
墓
と
そ
れ
と
隣
椿
し
有
馬
洋
穴
〉
追
悼
の
ケ
ル
ン

が
あ
る
〃

に
き
木
崎
痔
や
不
足
す
一
つ
が
ど
こ
一
ぐ
・
一
亡
・
泊
一
白
こ
と
が
で
き
否
。

四
日
周
一

幸
昼

画

合
流
暦
附
近
か
ら
日
帰
り
す
一
ａ
ご
と
き
一
ｄ
き
る
‐
し
、
層
延
で

ゆ
っ
く
り
し
脆
い
恵
ら
は
、
凡
の
沢
の
万
Ｉ
ル
に
泊
ｊ
、
左

の
瀞
の
力
Ｉ
ル
に
通
し
て
、
そ
の
表
一
と
下
一
ｅ
の
ぞ
よ
い
だ
ろ

う
．
ヌ
ェ
サ
オ
マ
フ
一
Ｆ
篤
別
缶
ハ
行
く
の
庖
、
ゆ
ぼ
だ
の
潟
迄

登
っ
て
、
で
の
力
Ｉ
ル
に
胸
フ
に
一
万
が
よ
い
上
思
う
。

期
る
こ
と
二
時
同
定
ｂ
ず
で
霜
が
一
一
一
一
万
か
ら
落
ち
合
一
つ
所

に
つ
く
。
こ
こ
弓
で
は
一
沢
画
車
渥
一
ｑ
歩
き
易
い
。

中
喫
の
滝
を
登
る
”
滝
は
一
一
震
に
な
っ
て
お
り
、
帽
斜
庖

四
○
一
房
前
ロ
、
一
薄
ｚ
越
す
と
卿
木
口
倭
少
に
ば
り
、
や
が
一
く

刀
Ｉ
ル
ボ
ー
テ
ー
／
に
出
る
、
滝
の
噛
り
サ
ｂ
約
四
時
向
と
眉

に
ら
一
戻
い
で
あ
ろ
う
，

頂
ト
ー
に
往
復
す
る
に
同
、
刀
Ｉ
ル
か
ウ
図
肩
一
八
四
．
〉
米
と

の
聯
諦
を
め
が
け
て
登
る
。
力
Ｉ
ル
か
ら
盾
上
ず
一
ぐ
一
一
時
間

で
昼
一
合
こ
と
〆
で
一
ご
る
・

厩
リ
周
礼
内
川
す
で
約
一
六
時
向
と
貝
”
画
一
歪
分
で
あ
る
。

鬼
の
沢
よ
り
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
テ
カ
ワ
ラ
山

だ
の
沢
を
経
て
画
境
に
出
よ
－
つ
と
患
一
つ
ば
ら
は
頃
に
本
一
流

を
湖
る
，

三
日
目
八
の
天
か
ら
三
丁
分
渥
で
、
キ
ー
不
一
ノ
ベ
ッ
台
一
流
（
八
の
天

些
だ
の
沢
例
中
向
の
左
岸
の
不
｛
深
の
夷
〕
に
至
る
．
．



二
０
ノ
ロ
ノ
Ｌ
Ｕ
ト
肉
ノ
Ｆ
、

Ｉ

号
泣
、
通
山
約
巧
団
が
騨
計
で
入
る
に
反
ん
一
Ｃ
急
に
開
け
、

饗
に
途
中
ず
で
層
入
り
得
る
様
に
Ｕ
フ
に
・
・

日
高
標
本
洞
駅
下
室
、
鵬
ズ
に
て
師
笛
に
い
に
－
９
．

．
熱
笛
Ｊ
リ
」
●
’
一
一
一
一
遍
量
ハ
て
、
蔀
篇
三
振
一
ど
越
え
て
メ
ナ
ー
ン
ベ

ッ
川
至
大
憲
な
釣
橋
で
燕
否
と
、
騨
寓
房
と
云
圃
陥
る
南
祇

園
の
開
墾
並
に
出
る
。
ど
の
開
塞
一
舵
の
位
置
は
ペ
ン
ケ
ベ
ッ

沢
急
流
よ
り
メ
ナ
ラ
パ
ッ
川
石
岸
に
開
け
た
台
地
で
あ
る
。

遁
腫
開
墾
地
乏
通
り
、
メ
ナ
ー
ン
秤
シ
川
が
セ
タ
ラ
ー
ン
山
の

一
宗
で
北
に
転
ず
る
少
し
手
前
に
あ
る
麺
山
言
で
一
一
産
し
て
Ｕ
る

・
討
岸
の
イ
パ
ッ
沢
の
一
万
に
Ｕ
一
涛
渉
し
噂
け
吃
は
Ｕ
ｂ
Ｕ
い
・

，
一
た
四
○
五
噂
周
鉱
山
よ
り
道
庖
零
に
メ
ナ
ー
ン
捉
シ
川
の
創

直
岸
愛
一
通
り
、
コ
イ
ホ
ク
ニ
ー
「
一
ラ
ビ
テ
ャ
リ
川
に
老
う
て
、

地
図
〃
「
イ
ド
ン
ナ
ッ
ア
」
の
一
三
一
五
米
の
東
一
万
め
吃
り

迄
っ
Ｕ
で
い
に
．
現
狂
ｇ
非
常
に
あ
だ
で
お
り
、
通
逼
困
駐

で
勘
一
白
が
、
増
水
の
際
に
眉
利
用
で
き
る
。

叉
に
一
一
一
巳
よ
り
師
拓
団
に
一
行
く
道
に
分
耀
で
‐
セ
タ
ー
ワ
ラ

山
の
票
の
詩
一
祁
一
シ
二
面
っ
て
イ
ペ
ッ
川
の
合
一
流
耐
近
に
下
一
ｓ
道

苦
あ
り
、
ケ
リ
マ
ッ
フ
川
よ
り
イ
パ
ッ
川
に
乗
越
す
這
苦
最

近
う
け
ら
ね
た
・

叉
開
拓
団
に
種
す
る
に
同
以
上
の
並
に
、
爾
阿
よ
り
揃
園
を

八
一
く
、
一
ン
ユ
ン
村
シ
川
に
分
泥
、
メ
ナ
一
一
一
禅
シ
川
の
石
洋
の

■‐

け

カ
ー
ル
ひ
わ
南
の
方
に
房
一
一
や
る
戦
諦
琶
淫
一
く
、
カ
ム
イ
エ

ク
ー
ワ
テ
カ
ラ
ラ
山
に
至
一
る
。
｜
任
篇
約
四
時
向
で
あ
る
。

房
に
画
境
重
北
上
し
、
メ
ナ
ワ
ッ
刀
缶
の
分
岐
勇
肘
汀
苛
で

進
む
こ
と
域
で
き
ょ
う
・

こ
氾
庖
次
の
「
一
一
」
の
ル
ー
ト
の
逆
コ
ー
ズ
で
あ
る
．

「
一
一
」
の
ル
ー
ｈ
。

「
一
し
の
ル
ー
ト
幕
に
饗
し
い
山
旅
萱
一
噸
腰
出
乗
曇
・

日
一
高
山
麻
の
叩
で
き
、
一
無
向
容
の
属
易
吋
瀞
の
で
あ
一
ｓ
、

エ
サ
オ
マ
ン
ｈ
ツ
ク
パ
ッ
缶
の
琴
照

日
高
剛
の
登
硲

「
三
Ｌ
の
ル
ー
い

刀
ム
イ
エ
ク
ー
ウ
チ
カ
ウ
ラ
山
を
日
一
高
側
ぶ
り
登
る
ル
ー
ト

の
中
一
ぐ
ば
此
の
コ
イ
ポ
ワ
ー
ン
コ
ピ
チ
ヤ
リ
川
一
と
禰
否
の
が
爵

舌
筈
窟
で
あ
り
、
更
罵
言
古
く
よ
り
登
ら
吃
一
、
Ｕ
一
ｓ
。

こ
の
ル
ー
ト
Ｕ
下
流
よ
り
本
一
流
一
と
洲
リ
つ
め
る
他
、
ラ
ュ
フ

ペ
ッ
川
の
上
ア
フ
カ
サ
フ
パ
天
よ
り
蕨
一
個
叉
、
ラ
ュ
ー
ノ
坪
シ

川
卜
一
流
の
力
ラ
コ
ッ
オ
コ
ナ
イ
天
を
朔
う
て
侭
一
Ｕ
鞠
郎
予
一
素

越
し
、
票
に
コ
ィ
ボ
リ
の
本
流
に
出
る
”
ど
、
幾
夢
の
騨
啄

あ
る
ル
ー
価
が
と
ウ
吃
る
〃
お
一
流
の
上
一
派
庖
一
錘
妨
で
歩
き
易

い
が
、
中
流
庖
函
の
頑
続
で
、
河
の
一
詩
く
大
室
、
い
掌
と
汁
一
へ
に

一
鰻
的
で
ば
Ｕ
い
が
、
日
高
の
旅
わ
し
い
ル
ー
ハ
で
あ
る
．



萱
を
八
て
毒
び
っ
こ
と
壱
で
き
る
が
、
余
り
測
儒
さ
一
く
ぃ

な
い
。

Ｚ
ｒ
、
Ｄ
の
道
が
で
き
邑
前
ほ
す
純
で
、
ケ
リ
マ
ッ
一
過
川
一
と
最

置
苛
で
つ
め
、
尾
根
を
乗
越
し
て
ハ
イ
ベ
ッ
末
に
下
っ
に
の

で
あ
る
が
、
並
図
の
器
の
に
め
昔
厩
臆
分
雪
意
晃
し
に
壱
の
で

一
遍
同
目
に
ヤ
つ
と
イ
ベ
ッ
調
に
出
に
と
云
う
記
録
毛
あ
り

、
こ
の
冠
は
大
分
溶
読
を
一
一
涛
し
て
し
き
っ
て
じ
る
と
云
え

よ
う
・
開
砺
団
叉
は
通
山
、
イ
純
シ
調
合
一
流
耐
紅
に
達
す
る
に
同

前
強
の
種
々
の
ル
ー
ト
を
随
っ
て
壱
一
日
半
の
行
程
で
あ
る

が
、
本
桐
か
ら
の
ル
・
Ｉ
卜
は
、
這
材
の
ト
ラ
ッ
ワ
騨
誉
利
甲

し
う
る
こ
と
ぎ
あ
り
、
普
壷
用
Ｕ
ｂ
〃
て
Ｕ
否
，

種
々
の
ル
ー
ド
に
よ
っ
て
イ
補
シ
記
合
流
に
つ
く
と
直
は
Ｘ

ナ
ラ
ベ
ッ
川
の
左
岸
の
一
厘
Ｕ
釘
莞
耐
の
零
つ
に
テ
レ
ズ
の
ト
ー

に
つ
い
て
お
り
、
イ
ベ
ッ
沢
よ
り
約
一
隅
向
で
コ
イ
カ
ワ
ー
ン

ュ
ラ
ピ
チ
ャ
リ
川
の
合
流
に
行
く
ご
と
状
で
き
偏
る
”
一
』
の
称

着
が
ぱ
い
と
き
ほ
、
イ
ペ
ッ
沢
よ
り
、
こ
の
合
而
一
ざ
で
．
川
添

び
に
歩
い
に
の
で
あ
っ
た
〃
豊
篭
な
水
邑
と
、
穴
さ
庖
唾
の

に
肋
、
一
日
以
ト
ー
ち
か
か
つ
に
の
で
あ
一
合
，

ご
一
」
き
で
本
桐
更
庖
静
内
が
わ
ぎ
一
色
一
一
日
は
か
か
ら
ぬ
の
が

若
通
で
あ
る
が
、
ハ
ラ
ッ
ワ
の
利
用
の
有
無
じ
ど
に
よ
り
、

・
閏
Ｌ
、
ｈ
○
Ｊ
Ｆ
全
５
Ｊ
、
■

心
》
『

濡
卸
紛
議
異
ｉ
』
・
一
子
静
の
．
ぐ
、
二
日
震
ば
一
」
の
合
一
流
・
に
温
一
ｅ

ご
撞
塗
し
で
篭
蛎
Ｌ
よ
る
・

三
日
目
メ
ナ
ー
ン
碑
シ
川
の
雷
か
な
荒
海
は
二
謡
分
さ
吃
に
と
云
っ
て

苦
ｇ
周
手
強
い
“
・

台
濡
よ
り
黒
々
と
し
に
函
が
約
一
望
感
か
り
若
鞭
く
・
函
箇

圭
に
石
津
蚤
捲
く
と
察
で
あ
否
。

沢
が
煎
矛
に
廷
に
鯛
リ
始
め
否
嶋
よ
り
開
け
、
河
篇
と
な
る

，
、
合
流
よ
り
重
儒
向
。
こ
の
河
崇
ぞ
一
騎
同
半
挙
）
歩
く
と
誤

き
て
、
叉
闘
に
出
あ
う
．
丘
岸
の
一
ア
レ
ズ
に
出
て
、
で
の
き

計
捲
き
っ
一
，
、
剛
葡
と
、
施
図
「
イ
ド
ー
ー
ナ
ッ
元
Ｌ
に
入
っ
て

か
ら
最
初
の
丘
岸
の
水
裸
の
沢
に
出
る
。

合
一
流
に
藷
室
す
る
“

四
日
目
合
流
よ
り
十
分
壱
す
る
と
犬
き
ば
岨
が
あ
る
．
面
岸
を
一

時
向
値
捲
い
て
面
稲
す
る
”
捲
き
窪
る
と
丘
岸
よ
り
水
は
本

流
と
殆
ど
同
雷
一
の
沢
が
了
〈
う
て
束
邑
・
此
の
泊
が
無
名
沢
と

二
五
は
帽
る
舌
の
で
、
販
形
図
で
ば
、
コ
イ
ボ
ワ
ラ
ュ
う
ビ
チ

ヤ
リ
叩
の
「
イ
Ｌ
と
「
ボ
Ｌ
の
同
に
『
人
フ
ー
、
い
る
茨
で
あ
り

並
図
の
こ
の
大
寄
庖
誤
り
の
に
め
、
吉
く
ぶ
り
吾
く
の
人
達

が
、
逗
雇
沢
の
潮
行
に
実
取
し
に
の
で
あ
う
に
。

歩
。
曲

2２

▼
■



四

■

此
の
天
の
対
岸
の
ヌ
ッ
ラ
ュ
申
一
江
巻
い
て
い
る
一
つ
ち
に
尾
一
語

●
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
無
名
調
に
入
雪
人
目
注
言
す
Ⅳ
き
き

あ
る
，

藷
虐
施
よ
り
一
隅
回
半
で
こ
の
合
流
に
憲
一
り
る
・

合
流
よ
り
叉
画
、
約
一
一
府
間
壱
丘
岩
逸
八
び
わ
庖
け
泥
陽
画

ら
な
り
。
ご
ｒ
か
窪
跨
る
と
、
叉
す
ば
ら
し
く
欠
き
庖
函
と
ロ

リ
、
流
水
傭
で
で
由
の
通
温
厩
不
可
能
で
あ
る
．

石
岸
を
高
く
港
か
ぼ
け
〃
ぼ
な
ら
噂
〃
。
此
の
あ
た
り
憾
函

が
一
時
和
協
で
舌
、
叉
す
ぐ
に
岨
に
出
合
ろ
の
で
涜
頑
に
下

ら
す
、
真
の
ぎ
ぎ
石
崖
Ｅ
捲
き
つ
づ
け
に
一
方
ザ
か
一
一
ん
っ
て
集

で
あ
る
。

無
名
沢
の
合
流
よ
り
、
困
蕊
博
函
捲
き
一
ン
二
流
け
画
が
、
ワ
約

一
一
ハ
時
向
、
本
流
が
東
に
直
需
に
桁
泥
一
色
手
前
一
粁
か
ら
葵
露

天
口
開
け
、
意
々
と
し
た
明
る
い
河
崇
に
解
放
さ
”
る
．

一
一
日
向
の
賄
い
函
の
叩
の
寵
活
ざ
り
解
茄
さ
〃
て
、
此
の
日

庖
、
河
原
の
豊
冨
ロ
流
木
を
案
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
泊
る
が

一
買
い
・
荘
，
参
照

’
五
日
目

よ
り
一
時
間
彦
美
Ｌ
い
河
涛
を
歩
く
と
石
岸
よ
り
割
に
大
き

庖
飛
が
入
り
、
本
流
は
言
に
東
に
桁
陀
る
・
派
啄

●

此
の
日
か
ら
沢
歩
き
Ｂ
極
め
一
く
紫
に
画
葡
“
一
唖

ロ
』
４
４
Ｊ

Ｕ

の
伽
〃
目

を
帯
び
吃

歩
き
易
Ｕ
河
票
が
続
く
。

小
さ
宮
函
は
あ
一
ｓ
が
巾
を
霊
た
る
。
一
八
一
亡
米
の
詔
き
で

孔
内
川
』
’
一
・
派
の
施
図
に
入
っ
て
か
わ
一
府
同
半
で
震
ず
一
合
．

こ
の
一
流
だ
の
合
流
の
す
ぐ
上
は
、
函
を
画
す
が
、
左
崖
一
苫
箱

杷
と
ｊ
Ｕ
・

穏
一
菱
ら
ず
築
意
・
潟
に
能
渥
一
一
と
あ
け
る
と
、
叉
函
が
あ
る
。
左

岸
は
オ
ー
パ
ー
ハ
ン
ワ
を
癒
し
で
Ｕ
る
が
石
岸
は
簡
単
に
捲

け
る
。
天
は
少
し
ブ
っ
言
に
な
っ
て
、
正
一
画
に
国
境
が
勇
一
元

て
末
る
・

一
露
営
並
よ
り
約
七
時
向
半
で
‐
工
グ
ー
ワ
ヂ
カ
ウ
ー
ン
と
一
八
一
一

一
一
一
米
峰
へ
と
の
こ
仮
に
つ
く
．
こ
の
一
一
仮
よ
り
、
エ
ク
ー
ワ
テ

カ
ー
ワ
ラ
の
カ
ト
ル
滅
園
元
島
南
面
に
氷
出
す
る
岩
尾
狼
重
男

上
げ
る
の
筒
、
す
ご
味
が
あ
る
眺
め
だ
《

一
六
日
目

圧
の
詞
に
入
る
。
す
ぐ
に
圧
よ
り
茨
が
入
っ
て
束
る
・
一
」

の
画
は
一
八
一
七
米
の
一
方
よ
り
、
春
に
は
猛
蒸
に
雪
崩
陀
否

わ
し
く
、
一
旗
一
派
と
し
吃
所
で
あ
る
．

左
の
本
流
に
入
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
函
欣
を
画
し
て
末
る
・

丘
岸
は
言
い
岩
壁
で
石
嵩
を
捲
い
て
一
意
の
上
に
出
る
。
し
は

わ
く
沢
き
び
に
進
む
と
、
大
さ
庖
岩
室
が
両
岸
よ
り
迫
り
、

ｎ
の
様
陸
溺
を
呈
す
る
。
左
岸
を
巻
い
て
、
雲
霞
の
上
に
下

ﾛ砲

け

I2II3



“
鼻

功

叉
一
一
一
一
竺
米
の
並
が
沢
へ
両
一
一
一
コ
ッ
オ
マ
ナ
イ
〕
を
っ
鐸

で
、
暴
塗
縛
諦
を
趣
一
毛
で
あ
流
に
世
に
舌
の
き
あ
一
ａ
・

ラ
ユ
ー
〆
マ
ツ
川
よ
り
一
日
雫
で
苑
否
”

震
瞳
蕪
諦
葱
陀
図
と
実
り
、
ず
っ
と
一
一
一
一
一
五
米
に
よ
っ
て

居
り
、
霊
郊
よ
り
の
天
を
下
っ
て
く
ゑ
と
、
亦
・
流
の
唾
が
、

〃
る
伺
厄
の
少
し
手
前
で
、
鯉
の
中
に
Ｘ
う
て
Ｕ
る
調
に
出

る
，「
四
Ｌ
の
ル
ー
ト

ラ
ュ
ー
〆
ベ
ッ
川
よ
り
カ
ム
イ
エ
ケ
ー
ワ
チ
・
刀
一
ワ
シ
山
に
登
る

茜
の
は
、
建
路
と
し
て
よ
い
苦
の
と
は
云
元
ぬ
・

純
ツ
ピ
リ
ガ
イ
沢
雪
径
で
刀
ム
イ
ー
ワ
チ
刀
ウ
シ
山

群

イ
Ｋ
ン
ナ
シ
ｚ
岳
７
－
峰
の
ル
ー
い
、
矛
五
日
目
ざ
で
産

謬
照
し
て
シ
ュ
ン
パ
ッ
川
を
荊
否
・
ホ
ン
イ
隙
シ
ナ
ッ
兎
川

合
一
流
よ
り
薗
白
Ｕ
大
言
厩
石
の
続
く
歩
き
易
い
河
寮
を
絢
三

時
向
に
し
て
、
一
六
一
○
米
の
不
様
一
一
仮
押
シ
瞳
リ
ガ
イ
天
に

至
る
．
こ
こ
ｐ
打
ち
開
け
に
請
待
の
よ
い
所
で
キ
ャ
ン
ア
に

よ
い
。
パ
ッ
ピ
リ
ガ
イ
沢
に
入
り
、
し
ば
ｂ
く
Ｕ
平
坦
で
歩

き
湯
い
が
、
向
蓄
Ｕ
く
一
○
○
○
米
耐
誼
よ
り
画
滝
の
直
読

と
ぼ
る
・
殆
ｆ
ど
溶
か
す
に
着
む
が
増
水
の
場
合
は
湘
行
不

可
熊
と
な
ろ
う
。

乏
一
と
瀬
リ
一
八
一
七
米
の
北
の
雷
よ
り
、
西
に
出
て
い
る
出

寸可

ｑ

リ
ー
ｅ
Ｏ
一
一
帳
に
ほ
っ
て
い
る
次
、
圧
の
茨
に
入
る
と
滝
の
迩

続
と
画
る
・
雪
渓
よ
り
叉
す
ぐ
一
一
岐
に
な
る
が
、
石
に
入
謬

と
循
奄
宍
晦
次
矛
に
ゆ
一
ｅ
く
な
っ
て
お
花
〃
員
の
単
を
示
花
う
清

流
一
と
登
だ
ほ
、
ユ
イ
ポ
グ
ー
祷
謂
の
美
し
い
小
じ
ん
ぎ
り
し
た

力
Ｉ
ル
ー
医
に
達
す
一
ａ
こ
こ
ぴ
出
束
否
・
二
仮
よ
り
亡
時
同
一
と

尋
す
る
”
此
の
力
Ｉ
ル
庖
日
局
の
教
あ
る
刀
Ｉ
し
の
叩
一
ぐ
舌

喬
罵
が
高
く
叉
眺
め
舌
、
一
零
滴
な
で
の
で
あ
り
、
日
数
に
余

祐
が
あ
陀
睡
、
一
泊
す
一
ｅ
の
を
す
す
め
百
・

カ
ム
ィ
‐
エ
ク
チ
カ
ー
ワ
ラ
の
肩
上
君
で
庖
約
四
十
分
〃
崩
・
花
冨

の
力
Ｉ
ル
パ
ン
ト
を
登
舵
は
達
し
得
る
。

と
ほ
り
の
八
の
沢
の
力
ｌ
ル
に
出
る
の
茜
溶
易
で
あ
り
、

一
一
峡
よ
り
－
是
に
、
八
の
記
の
力
Ｉ
ル
、
刃
は
、
盾
上
を
越

え
て
、
た
の
沢
計
で
足
を
延
ば
す
の
一
亡
そ
陀
程
強
行
で
ｐ
Ｕ

ｊ
。｜

狂
１

本
流
の
こ
の
附
近
一
ｋ
ラ
ュ
ン
岬
シ
川
よ
り
乗
唾
さ
″
に
記

録
管
あ
一
ａ
。
即
ち
パ
フ
ケ
ア
フ
カ
サ
ン
々
沢
を
最
后
言
一
⑥
つ

め
、
一
四
一
一
一
四
米
の
東
の
一
溜
に
出
て
、
栗
に
下
う
て
、
票
一
高

尾
楯
の
南
の
天
に
出
た
若
の
で
あ
る
。

ベ
ン
ケ
ァ
フ
カ
サ
ン
パ
の
景
后
の
一
一
仮
よ
り
、
通
行
で
は
あ

る
が
、
一
日
で
コ
イ
ボ
ワ
の
本
流
に
出
ウ
吃
る
‐












































































































